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概要 

大規模言語モデル（以下，LLM）の発達に伴

い，高度な知識を必要とする法的な業務の自動化が

期待されている．本研究では，特に法律相談場面に

注目し，法的な相談に回答するための関連法律予測

に取り組んだ．法的な相談事例と関連法律のデータ

セットを用いて GPT-3.5 をファインチューニングし

た結果，提案モデルの F1Score が GPT-4 に比べて

僅差で下回った．また分析の結果，刑法 208 条の予

測においてはベースラインを上回る正答数を示した

一方，刑法 204 条についてはベースラインの正答数

を下回った．学習時に使用したデータセットやハイ

パーパラメータの影響により，提案モデルが過学習

を起こしている可能性が示唆された. 

 

1はじめに 

1.1 背景 

2022 年に登場した OpenAI の ChatGPT[1]といった

LLM の急速な発展により，法律分野における LLM

の活用が期待されている．同年，リーガルスケープ

社がGPT-4をベースに開発したシステムは日本の司

法試験の一部科目において合格水準に達する回答率

を出している[2]．また，法律文書処理の国際コンテ

スト COLIEE （Competition for Legal Information 

Extraction and Entailment）[3]では，関連条文を問題文

に当てはめて Yes／No の解答を導き出すタスクに

おいて，70%の正答率が出ている[4]．これらに関連

して，司法試験の自動回答を目的とした研究は多く

取り組まれてきた[5, 6]．一方で，法律分野において

は法律相談の自動化のニーズも存在している．2021

年度に無料法律相談の件数は 31 万件に達しており，

年々増加傾向にある[7]．弁護士ドットコムのチャッ

ト法律相談[8]や，Legal AI の AI 弁護士ツール[9]な

ど国内での関連サービスが出てきている中，学術領

域で法律相談システムの研究を行なっている事例は

海外の研究がほとんどである[10]．そこで本研究で

は，日本の法律を対象とした法律相談システムの構

築を目指す． 

1.2 目的 

法的なトラブルは大きく民事と刑事に分かれるが，

本研究では共同研究先の専門分野である刑事事件に

注目する．また，刑事事件の中には様々なカテゴリ

の事件が存在するが，仮説検証を簡易化するため，

まずは刑事事件の中でも件数の多い傷害事件に注目

し，コアとなる法律である刑法 204 条（傷害罪）と

刑法 208 条（暴行罪）の予測に取り組む．図 1 は本

研究が目指す相談者とシステムの対話イメージ図で

ある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 対話イメージ 

 

204 条と刑法 208 条の違いは，端的にいうと「暴

行の結果，怪我を証明できるかどうか」という点に

あるが，現状の GPT-4 はこの点を上手く処理しきれ

ずミスをするケースが多い．したがって，本研究で

はこのミスをなくすことを目標とし，的確な応答が
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できる法律相談システムの構築を目指す．この目標

が達成できれば，対象範囲を広げることで幅広い罪

名予測が可能になるだけでなく，より詳細な量刑予

測や法プロセス予測が可能になる． 

 

2 事例-関連法学習モデルの構築 

本研究では傷害事件の関連法律予測を目的とし，

刑法 204 条（傷害罪）と刑法 208 条（暴行罪）の予

測モデル（以下，事例-関連法学習モデル）を構築

した． 

2.1 事例-関連法データセット 

事例-関連法学習モデルを構築するために，学習

に使用するデータセットを構築した．データセット

の構築にあたっては，弁護士が作成した法律に関す

る解説記事データを使用した．解説記事では，特定

の法律に関する解説とそれが適用される事例が含ま

れている．今回は傷害事件に注目しているため，傷

害罪や暴行罪に関連する記事だけを収集して使用し

た．収集した記事数は 142 件である． 

次に，GPT-4 を用いて収集した記事から事例と関

連法律の抽出を行なった．GPT-4 への入力は記事の

全文である．表 1 に抽出した事例と関連法律の例を

示す． 

表 1. 抽出した事例と関連法律のペア 

事例 関連法律 

酒に酔って, 喧嘩して 

しまい, 相手を殴って 

しまった 

刑法 208 条, 刑法 204

条 

また，抽出した関連法律に誤りが生じていないか刑

事事件専門の弁護士が確認し，修正を行った．抽出

したペアデータは合計 137 件であり，刑法第 204 条

と刑法第 208 条に該当するデータは，それぞれ 46

件ずつとなっている． 

2.2 追加学習 

事例-関連法学習モデルを構築するために，2.1 項

の事例-関連法データセットを使用し，ファインチ

ューニングを行う．ファインチューニングを行うモ

デルは OpenAI が提供する gpt-3.5-turbo である[11]. 

ファインチューニングのための前処理として，デー

タセットを指定のフォーマットに整形し，学習に不

要な情報の除去や表記揺れを解消した．表 2 に，学

習時のハイパーパラメータを示す． 

表 2. ハイパーパラメータ 

Epochs 3 

Batch Size 1 

Learning Rate Multiplier 2 

 

3モデル評価 

3.1 評価方法 

事例-関連法学習モデルの評価を行うために，テス

トデータを作成し，F1Score を算出する．ベースライ

ンはファイチューニングを行なっていないGPT-4と

し，事例-関連法学習モデルとの性能を比較する． 

テストデータは，実際の法律相談事例に対して，

弁護士が関連法律を回答した，事例-関連法ペアデー

タである．データ例を表 3 に示す． 

表 3. テストデータ 

事例 関連法律 

ケンカ中に携帯を取ら

れたため，相手に組み

つき携帯を取り返そう

としたところ，相手が

転倒し傷害罪で被害届

をだされました． 

これは傷害ですか？ 

刑法第二百四条 

テストデータは合計 44 件で，テストデータに含ま

れる刑法第 204 条（傷害罪）と刑法第 208 条（暴行

罪）の数は，それぞれ 28 件ずつとなっている．表 4

にテストデータの内訳を示す． 

表 4. テストデータの内訳 

204条のみ 208条のみ 204 かつ 208

条 

合計 

16 16 12 44 

3.2 評価結果 

 3.1 項の方法でベースラインと事例-関連法学習モ

デルの精度を比較した．表 5 にその結果を示す． 

表 5. モデル評価結果 

Model F1Score 

GPT-4 0.62 

事例-関連法 

学習モデル 

0.61 

F1Score は事例-関連法学習モデルがベースラインを

僅差で下回る結果になった． 
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3.3 結果分析 

テストデータに対する予測結果を確認し，ベース

ラインと比較して事例-関連法学習モデルでどのよ

うな改善がみられたのか，または課題が残されてい

るのかを分析した．表 6 にベースラインと事例-関

連法学習モデルで刑法 204 条と刑法 208 条がそれぞ

れ何件ずつ予測されたのかを示す． 

表 6. モデル予測結果 

Model 刑法 204 条 刑法 208 条 

GPT-4 32 16 

事例-関連法 

学習モデル 

10 34 

事例-関連法学習モデルで改善がみられたのは，

刑法 208 条の予測である．刑法 208 条が正解に含ま

れている場合に，ベースラインで予測できたが，事

例-関連法学習モデルで予測できなかったというケ

ースは 2 件であったのに対し，ベースラインで予測

できなかったが，事例-関連法学習モデルで予測で

きたというケースは 13 件あった．したがって，刑

法 208 条の予測については精度が向上していること

が分かる． 

一方で，事例-関連法学習モデルの課題は刑法

204 条の予測である．刑法 204 条が正解に含まれて

いる場合に，ベースラインで予測できたが，事例-

関連法学習モデルで予測できなかったというケース

が 16 件であったのに対し，ベースラインで予測で

きなかったが，事例-関連法学習モデルで予測でき

たというケースは 1 件のみであった．したがって，

刑法 204 条の予測については精度が低下しているこ

とが分かる． 

3.4 考察 

ファインチューニング時に使用した学習データの

分布が均衡であったにも関わらず，事例-関連法学

習モデルの予測結果が刑法 208 条に偏っていること

から，事例-関連法学習モデルでは刑法 208 条に対

する過学習が起きてしまっている可能性が考えられ

る．この過学習に対応するためには，まず，学習時

のハイパーパラメータの探索をする必要がある．ま

た，学習に使用したデータセットを拡張・改変する

ことも有効だと考えられる．データセットの改変に

ついては，現在学習時に使用しているデータとテス

トデータの相談文の質が異なるため，これらの質が

均質になるように改変することでモデルの予測精度

の向上が期待できる． 

 

4 おわりに 

本研究では，法律相談システムの構築に向けた第

一歩として，刑法 204 条（傷害罪）と刑法 208 条

（暴行罪）の予測に取り組んだ．法的な相談事例と

関連法律のデータセットを用いて GPT-3.5 をファイ

ンチューニングし，事例-関連法学習モデルを構築

した．モデル評価では，事例-関連法学習モデルの

F1Score がベースラインの GPT-4 に比べて僅差で下

回る結果となった．結果分析では，刑法 208 条の予

測においてはベースラインモデルを上回る正答数を

示した一方，刑法 204 条についてはベースラインの

正答数を下回った．モデルの精度向上に向けた今後

の取り組みとしては，事例-関連法学習モデルは刑

法 208 条を過学習している可能性があるため，学習

に使用したデータセットの質と学習時のハイパーパ

ラメータを見直し，精度向上を図っていく予定であ

る． 
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